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第１号議案	 定款の一部変更について
第２号議案	 定款附属書総代選挙規程の一部変更について
（報告事項）	 第25年度（令和４年度）貸借対照表、損益計算書及び注記表並びにその附属明細書について
第３号議案	 第25年度（令和４年度）事業報告及び剰余金処分案の承認について
第４号議案	 第26年度（令和５年度）事業計画の設定について
第５号議案	 施設設置計画の設定について
第６号議案	 第26年度（令和５年度）経費の賦課及び徴収方法の決定について
第７号議案	 第26年度（令和５年度）理事の報酬額の決定について
第８号議案	 第26年度（令和５年度）監事の報酬額の決定について

第９号議案	 退職する理事（常勤から非常勤に変わった理事を含む）に対する退職慰労金の支給について
第10号議案	 退職する監事に対する退職慰労金の支給について
第11号議案	 第26年度（令和５年度）団体等に対する出資又は出えんについて
第12号議案	 令和５年産米の政府売渡し及び販売委託を組合に委任することについて
第13号議案	 令和５年産大豆及び麦の取り扱いを組合に委任することについて
第14号議案	 令和５年度補助金の代理受領を組合が受任することについて
第15号議案	 役員の選任について
（報告事項）	「ＪＡバンク基本方針」の変更について
（特別決議）	 食料安全保障の強化に向けた食料・農業・農村基本政策の確立に関する特別決議（案）

議案並びに決議の要領

第25年度（令和4年2月1日から令和5年1月31日まで）事業報告概要

１ 農業生産の拡大
 ⃝		「シン・地方創生総合戦略」の実施（2年目）により産地基盤
の拡大に取り組みました

シン・地方創生総合戦略 令和2年度
（計画基準値）

令和3年度
（1年目）

令和4年度
（2年目）

二十世紀梨の生産拡大 144ha 130.9ha 123.5ha（目標135ha）
梨振興品種の生産拡大 66.5ha 53.3ha 53.4ha（目標60ha）
ブロッコリー生産拡大 175ha 224.0ha 239.6ha（目標400ha）
星空舞の生産拡大 337ha 386ha 356ha（目標381ha）

和牛子牛生産頭数の増頭 1,320頭 1,500頭 1,620頭（目標1,550頭）
 ⃝		TACの訪問活動や役員の農家訪問、「就農相談会」の定期
開催などにより多様な担い手の育成・支援の展開と出向く
営農指導体制を確立

２ 農業者の所得増大
 ⃝		生産振興と販売対策に取り組み、農畜産物169億円の販売
額となり、コロナ禍の中で青果物22品目・品種が過去最高
の販売単価を達成

 ⃝		『ベジタブルフェア・in大阪』を開催し、消費地において秋
冬野菜、花きのPRを実施

３ 地域の活性化
 ⃝		農業、食、協同組合への理解を深める広報活動への取組
４ 事業の再編等選択と集中
 ⃝		全農によるJA営農経済事業の強化支援プロジェクトの実施
５ 働きやすい職場環境の構築による職場の活性化
 ⃝定年年齢の引き上げによる定年延長の実施
６ 組織・経営体質の強化
 ⃝組合員（正・准）の意見要望を収集し、事業運営へ反映

第25年度（令和5年1月31日）剰余金処分案
　　　科　　　目　　　　　　　　　 金　　額
1. 当期未処分剰余金	 323,985,320円
2. 剰余金処分額	 200,511,245円
　⑴利益準備金	 40,000,000円
　⑵任意積立金	 120,000,000円
　　（うち特別積立金）	 （40,000,000円）
　　（うち農業振興積立金）	 （40,000,000円）
　　（うち固定資産リスク調整積立金）	（40,000,000円）
　⑶出資配当金	 17,322,410円
　⑷事業利用分量配当金	 23,188,835円
3. 次期繰越剰余金	 123,474,075円

　第25回通常総代会は、倉吉未来中心で開催し、4年ぶりの実開催となりました。総代総数は553人のうち、死亡等の資
格喪失が2人、実総代数は551人で、本人出席が190人、書面議決書が320人となり、出席総数510人で総代会が成立し
ました。
　議長は、入江誠さんと小椋憲浩さんが選任され、定款の一部変更など全15議案が上程された結果、全ての議案が原案
通り承認されました。また、「食料安全保障の強化に向けた食料・農業・農村基本政策の確立に関する特別決議」も満場一
致で採択されました。

第25回 第25回 通常総代会通常総代会
挨拶をする栗原隆政組合長議案を説明する蔵増保則専務

　令和4年度は第8次中期経営計画の2年目にあたり、JA自己改革の基本目標の実現に向け昨年度に引き続き「シン・地方創生
総合戦略」に取り組みました。加えて、「事業の再編等選択と集中」「働きやすい職場環境の構築」「組織・経営体質の強化」を柱と
した活動も実践してまいりました。

（注）
１．出資配当金は年0.5％の割合です。
２．事業利用分量配当の基準は次のとおりです。
　　	肥料等価格高騰対策として、肥料・農薬の予約金額に対して2％（23,188千円）
３．		任意積立金のうち目的積立金の種類及び積立目的、積立目標額、積立基準
は次のとおりです。

　　⑴農業振興積立金
　　　⃝積立目的　　農業振興を長期的かつ計画的に図るため積み立てる。
　　　⃝積立目標額　1,000,000,000円
　　　⃝積立基準　　		毎事業年度の剰余金処分において任意積立金への積立

額の20％以上を積み立てる。
　　⑵固定資産リスク調整積立金
　　　⃝積立目的　　		固定資産の減損会計、資産除去債務会計等の適用、固定

資産の処分等、固定資産に関連して生ずる費用・損失に
備えるため積み立てる。

　　　⃝積立目標額　500,000,000円
　　　⃝積立基準　　積立目標額に達するまで剰余金処分の方法により積み立てる。
４．		次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善事業の費用に充てるため
の繰越額7,000,000円が含まれています。
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第25年度（令和5年1月31日現在）貸借対照表

第25年度（令和4年2月1日から令和5年1月31日まで）損益計算書

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
（資産の部） （負債の部）
1.信用事業資産
　（うち預金）
　（うち貸出金）
2.共済事業資産
3.経済事業資産
4.雑資産
5.固定資産
　（うち土地）
　（うち建物）
6.外部出資
　（うち系統出資）
7.繰延税金資産

153,586,324
（123,351,629）
（21,493,992）

17,209
3,493,417
889,750

15,968,920
（10,166,235）
（17,361,662）
5,313,201
（4,708,930）
124,069

1.信用事業負債 160,451,610
　（うち貯金） （160,081,201）
2.共済事業負債 386,555
3.経済事業負債 1,814,433
4.設備借入金 2,459,889
5.雑負債 603,132
6.諸引当金 794,814
7.再評価に係る繰延税金負債 1,658,056
　負債の部合計 168,168,492
（純資産の部）
1.組合員資本 8,004,792
　（うち出資金） （3,528,990）
2.評価・換算差額等 3,219,608
　純資産の部合計 11,224,401

　資産の部合計 179,392,893 　負債及び純資産の部合計 179,392,893

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
事業総利益 3,316,050 事業管理費 3,022,034
信用事業総利益
共済事業総利益
購買事業総利益
販売事業総利益
保管事業総利益
利用事業総利益
その他事業総利益
指導事業収支差額

889,395
927,177
244,326
546,715
△	2,520
557,030
207,996
△	54,071

　（うち人件費） （1,822,904）
　（うち減価償却費） （609,919）
事業利益 294,015
事業外損益差額 62,854
経常利益 356,870
特別利益損益差額 △	148,997
税引前当期利益 207,873
法人税等合計 74,312
当期剰余金 133,561
当期未処分剰余金 323,985

（単位：千円）

（単位：千円）

主要品目販売実績・計画
R4年度実績 R5年度計画

果　実　計 3,126,216 2,948,002
　ナシ 2,719,321 2,544,000
　ブドウ 326,509 327,822
園　芸　計 7,198,419 7,209,329
　スイカ 3,857,865 3,754,500
　ラッキョウ 614,679 610,000
　ブロッコリー 509,101 598,200
　白ネギ 474,739 451,500
　トマト 405,547 404,750
　ナガイモ 341,759 354,000
米　穀　計 1,427,363 1,586,729
畜　産　計 3,924,105 4,100,000
店舗直販（わったいな含む） 1,215,039 1,295,925

合　　計 16,891,145 17,139,985

（単位：千円）

JA鳥取中央は組合員とともに「必要とされるJA」を目指し、自己改革・経営改革へ挑戦いたします。
1．	地域農業を振興するため、農業生産の拡大と農業者の所得増大を目指す自己改革の着実な実践
2．	環境変化に適応した事業の選択と集中に基づく経営基盤の強化と内部統制整備の構築
3．	働きやすい職場環境の構築による職場の活性化と組合員等への最大のサービス提供
4．	組合員（正・准）の事業運営への参加・参画による協同組合運動の強化及び組織基盤づくり
5．	広報・情報・文化活動を通じた食農教育と地域の活性化

第26年度（令和5年2月1日から令和6年1月31日まで）基本方針

主要事業の目標
貯　金　期末残高 ………………………	 1,605億円

　　　　平均残高 ………………………	 1,614億円

貸出金　期末残高 ………………………	 210億円

　　　　平均残高 ………………………	 211億円

長期共済保有契約高 ……………………	 4,500億円

長期共済新契約高（保障金額）…………	 232億円

購買品供給高 ……………………………	 36億円

販売品販売高 ……………………………	 171億円
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　4月25日の総代会において選任された新役員により同日理事会が開かれ、新たな執行体制について協議され、
代表理事組合長をはじめとする5人の常勤役員が決定しました。

鳥取中央 新執行体制のご案内鳥取中央 新執行体制のご案内

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
当
組
合
事
業
に
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
第
25
回
通
常
総
代
会
後
の
理
事
会
に

お
い
て
、代
表
理
事
組
合
長
に
選
任
さ
れ
、重
責
を
担
う
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
責
務
の
大
き
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、全
力
で
誠
実
に
職
務
を
全

う
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
か
ら
丸
３
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、未
だ
完
全
な
収
束
と
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。加
え
て
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、急
激
な
円
安
な
ど
農
業
や
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、特
に
肥
料・飼
料
な
ど
の
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ

り
、農
家
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
農
業
の
新
し
い
流
れ
と
し
て
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
で
報
告
し

て
お
り
ま
す「
国
内
肥
料
資
源
利
用
拡
大
対
策
事
業
」を
活
用
し
た
み
ど
り
有

機
工
場
の
施
設
整
備
は
重
要
で
あ
り
、有
機
農
業
の
拡
大
や
化
学
肥
料
、農
薬

の
削
減
を
目
指
し
て
行
政
機
関
等
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
は
、本
年
度
の
基
本
方
針
と
し
て
５
項
目
あ
げ
て
お

り
ま
す
が
、特
に
農
業
生
産
の
拡
大
と
農
業
者
の
所
得
増
大
を
目
指
し
、営
農

事
業
の
充
実・
強
化
に
取
り
組
む
と
同
時
に
各
役
職
員
が
や
る
気
を
も
っ
て

本
気
で
元
気
に
働
け
る
職
場
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、組
合
員
、利
用

者
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

経
営
環
境
は
厳
し
い
状
況
で
す
が
、総
合
事
業
を
営
む
Ｊ
Ａ
と
し
て
持
続

可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立・
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
農
業
振
興
と
地
域
貢

献
を
通
し
て「
組
合
員
が
結
集
で
き
る
組
合
員
の
Ｊ
Ａ
」と
し
て
認
識
し
て
い

た
だ
け
る
農
業
協
同
組
合
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
さ
ら
な
る
ご

支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

代表理事組合長
上 本 　 武

　

こ
の
度
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
よ
り
、

代
表
理
事
専
務
に
選
任
い
た
だ
き
就
任
い
た
し
ま

し
た
。改
め
て
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ	

で
す
。

　

さ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
か
ら
３
年
が

経
過
し
、よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
そ
う
と
し

て
お
り
、時
は
Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ
ナ
を
迎
え
経
済
活

動
の
大
き
な
転
換
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

や
円
安
、肥
料・
飼
料・
燃
料
な
ど
の
生
産
資
材
価
格

の
高
騰
で
農
業
現
場
は
大
変
厳
し
い
環
境
が
続
い
て

お
り
、再
生
産
に
配
慮
さ
れ
た
適
正
な
価
格
形
成
の

確
保
に
向
け
引
き
続
き
国
へ
要
請
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま
た
、経
営
に
お
い
て
は「
持
続
可
能
な
収
益
性・

将
来
に
わ
た
る
健
全
性
」を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
、組
合
員
の
皆
様
の
結
集
が
必
要
で
あ
り
、地
域
に

無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め
、引

き
続
き
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。あ
わ
せ

て
、組
合
員
と
の
対
話
が
い
っ
そ
う
大
切
で
あ
り
、協

同
組
合
の
真
価
を
発
揮
し「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」と
い
う
基
本

目
標
の
達
成
に
資
す
る
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り	

ま
す
。

　

最
後
に
組
合
員
皆
様
の
ご
支
援・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代表理事専務
向 井 敏 弘

令和５年度総合損益計画（収支計画）
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

事業総利益 3,250,714 事業管理費 3,143,956
信用事業総利益
共済事業総利益
購買事業総利益
販売事業総利益
保管事業総利益
利用事業総利益
その他事業総利益
指導事業収支差額

829,635
892,012
243,016
533,646
4,023

606,495
225,196
△	83,309

　（うち人件費） （1,808,619）
　（うち減価償却費） （688,653）
事業利益 106,758
事業外損益差額 56,745
経常利益 163,503
特別損益差額 △	35,132
税引前当期利益 128,371
法人税等合計 36,000
当期剰余金 92,371
当期未処分剰余金 215,845

（単位：千円）
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こ
の
度
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に

お
い
て
、代
表
理
事
常
務（
金
融・共
済
担
当
）

に
選
任
い
た
だ
き
就
任
い
た
し
ま
し
た
。そ

の
職
責
の
重
さ
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、誠

実
に
任
務
を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

金
融
事
業
で
は
、令
和
６
年
稼
働
に
向
け

営
業
店
シ
ス
テ
ム
、貸
出
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
利
便
性
向
上
、事
務
効
率
化
、事
務
堅
確

化・
不
祥
事
抑
制
を
図
る
こ
と
で
窓
口
で
の

対
話
に
よ
る
相
談
提
案
機
能
の
充
実
を
図
り

ま
す
。ま
た
現
在
の
事
業
環
境
の
中
で
収
益

性
に
つ
き
ま
し
て
は
減
少
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、地
域
金
融
機
関
と
し
て
の
使
命
を
果
た

す
べ
く
、個
人
貯
金
の
増
強・
農
業
資
金・
住

宅
資
金・
生
活
資
金
需
要
等
に
つ
い
て
こ
ま

め
に
情
報
を
頂
き
な
が
ら
、し
っ
か
り
と
対

応
で
き
る
体
制
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
共
済
事
業
で
は
、「
ひ
と・い
え・く
る
ま
の

総
合
保
障
」を
通
じ
て
、現
在
加
入
い
た
だ
い

て
い
ま
す
皆
様
の
お
宅
へ
の
訪
問
や
電
話
に

よ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
を
図

り
加
入
内
容
説
明
、環
境
や
家
族
の
変
化
に

対
応
し
た
き
め
細
か
な
提
案
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、新
し
い
お
客
様
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
も
積
極
的
に
取
組
み
ま
す
。ま
た

携
帯
電
話・パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
契
約
照
会・未

収
掛
金
の
払
込・
住
所
変
更
等
が
手
続
き
可

能
と
な
り
契
約
者
の
利
便
性
を
向
上
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
Ｊ
Ａ
共
済
の

信
頼
と
優
位
性
を
訴
求
し
て
参
り
ま
す
。

　
組
合
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
、ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

代表理事常務
武 部 　 護

　
こ
の
度
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
に
よ
り
、引
き
続
き
営
農
担
当

常
務
に
選
任
を
頂
き
就
任
い
た
し
ま

し
た
。令
和
５
年
は
長
引
い
た
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
も
５
月
８
日
よ
り
２

類
か
ら
５
類
に
変
わ
り
ま
す
。今
ま

で
県
外
で
の
試
食
宣
伝
及
び
販
売
対

策
も
出
来
な
か
っ
た
状
況
か
ら
大
き

く
舵
を
切
り
、積
極
的
に
販
売
強
化

を
行
い
昨
年
度
か
ら
の
生
産
費
高
騰

に
よ
る
費
用
増
部
分
を
確
実
に
販
売

価
格
に
転
嫁
す
る
こ
と
で
、生
産
者

手
取
り
の
向
上
を
図
る
よ
う
に
い
た

し
ま
す
。更
に
は
食
料
の
大
切
さ
と

国
産
農
産
物
の
重
要
性
等
を
広
く
生

活
者
へ
伝
え
る
運
動
も
重
要
な
農
協

の
役
目
と
考
え
ま
す
。今
こ
そ
こ
の

問
題
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、全
て

の
組
合
員
の
農
協
へ
の
結
集
が
重
要

で
も
あ
り
、選
ば
れ
る
農
協
に
な
る

よ
う
に
、今
ま
で
の
考
え
方
を
切
り

替
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。組
織
の
健
全
性
も
重
要
で
す
が

そ
こ
を
ご
利
用
頂
く
組
合
員
、更
に

は
働
く
役
職
員
が
鳥
取
中
央
農
協
が

一
番
の
拠
り
所
で
あ
る
よ
う
に
役
員

は
運
営
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。更
な
る
事
業
発
展
を
目
指
し

て
日
々
精
進
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、今
後
と
も
組

合
員・
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

４
月
25
日
の
監
事
会
に
お
い

て
、引
続
き
常
勤
監
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。前
期
を
振
り
返
り
ま

す
と
、代
表
監
事
を
中
心
に
各
監

事
と
多
岐
に
渡
る
部
門
の
監
査

を
行
い
ま
し
た
。改
善
項
目
も
あ

り
ま
し
た
が
、内
部
統
制
の
整
備

な
ど
改
善
を
要
す
る
事
項
も
認

め
ら
れ
ま
す
。

　

会
計
士
監
査
が
財
務
諸
表
の

証
明
に
特
化
し
た
も
の
に
な
り

つ
つ
あ
る
中
で
、監
事
監
査
は
、

Ｊ
Ａ
が
地
域
の
中
で
必
要
と
さ

れ
る
組
織
と
し
て
ど
の
よ
う
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
か
と
い
っ

た
、組
織
の
基
本
的
な
部
分
に
焦

点
を
当
て
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
が
地
域
に
根
ざ
し
た
組

織
と
し
て
農
業
を
振
興
し
、組
合

員
の
負
託
に
答
え
続
け
る
た
め

に
は
健
全
経
営
で
あ
る
こ
と
が

何
よ
り
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
我
々
監
事
の
役
割
は

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。

　
向
こ
う
３
年
間
、各
監
事
と
連

携
を
密
に
し
て
、協
同
組
合
と
し

て
地
域
の
中
で
求
め
ら
れ
る
役

割
を
発
揮
し
続
け
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

常勤監事
向 井 信 博

代表理事常務
戸 田 　 勲

員外監事
池 田 弘 之

監事
野 見 幸 雄

監事
笠 見 和 昭

監事
齊 尾 謙 一

代表監事
山 本 満 則

理事（青壮年組織）
淀 瀬 卓 也

理事（女性組織）
盛 山 由紀子

理事（女性組織）
松 田 祥 子

理事（女性組織）
村 岡 幸 枝

理事（倉吉）
蔵 増 保 則

理事（湯梨浜）
寺 地 政 明

理事（倉吉）
伊 藤 裕 章

理事（琴浦）
野 田 年 仁

理事（北栄）
石 井 通 人

理事（琴浦）
倉 長 邦 彦

理事（湯梨浜）
濵 田 　 淳

理事（倉吉）
藤 原 　 治

理事（北栄）
井 川 敦 雄

理事（倉吉）
御 調 光 久

理事
栗 原 隆 政

監
　
事
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組
　合

　員

総
　代

　会

理
　事

　会

組
　合

　長

専
　

　
務

常
　

　
務

常
　

　
務

監
　事

　会

常
勤

監
事

監 　 事 　 室

監 　 査 　 課

企 画 管 理 課

リ ス ク 統 括 課

経 　 理 　 課

教 育 人 事 課

広 　 報 　 課

総 　 務 　 課

葬 祭 セ ン タ ー

葬 　 祭 　 課

観 　 光 　 課

生 　 活 　 課

共 済 業 務 課

普 及 企 画 課

融 　 資 　 課

倉 吉 担 当

倉 吉 担 当

資 　 金 　 課

金 融 企 画 業 務 課

み ど り 有 機 工 場

畜 　 産 　 課

資 　 材 　 課

水 田 経 営 課

販 　 売 　 課

精 　 算 　 課

フ ァ ー マ ー ズ 事 業 課

営 農 支 援 課

営 農 企 画 課

ロ ー ン セ ン タ ー

農 業 融 資 セ ン タ ー

カ ン ト リ ー ラ イ ス セ ン タ ー

監 　 査 　 部

企 画 管 理 部

債 権 対 策 室

総 　 務 　 部

生 　 活 　 部

共 　 済 　 部

金 　 融 　 部

畜 　 産 　 部

農 　 産 　 部

琴 浦 資 材 セ ン タ ー

北 栄 資 材 セ ン タ ー

湯 梨 浜 資 材 セ ン タ ー

中 央 資 材 セ ン タ ー

赤 碕 経 済 セ ン タ ー

北 条 経 済 セ ン タ ー

関 金 経 済 セ ン タ ー

三 朝 経 済 セ ン タ ー

資 　 材 　 部

営 農 企 画 部

関 連 会 社

　 ㈲ グ リ ー ン サ ー ビ ス

　 ㈱ 北 栄 ド リ ー ム 農 場

㈱ グ リ ン コ ー プ

㈱ Ｊ Ａ 中 央 サ ー ビ ス

鳥 取 東 伯 ミ ー ト ㈱

㈱ グ リ ー ン フ ァ ー ム 大 黒

子
 会

 社
メ モ リ ア ル ホ ー ル あ じ さ い

メ モ リ ア ル ホ ー ル 福 本

ポ プ ラ Ｊ Ａ 三 徳 店

ポ プ ラ Ｊ Ａ 山 守 店

竹 田 生 活 セ ン タ ー

あ ぐ り ポ ー ト 琴 浦

ハ ワ イ 夢 マ ー ト

楽 市 楽 座

旬 鮮 プ ラ ザ よ っ て み た い 菜

旬 鮮 プ ラ ザ 満 菜 館

メ モ リ ア ル ホ ー ル 報 恩 舎

葬 祭 業 務 セ ン タ ー

倉
　

吉
　

市
　

統
　

括
　

支
　

所
湯

梨
浜

町
統

括
支

所
北

栄
町

統
括

支
所

琴
浦

町
統

括
支

所
北

栄
営

農
セ

ン
タ

ー

湯
梨

浜
サ

テ
ラ

イ
ト

セ
ン

タ
ー

琴
浦

サ
テ

ラ
イ

ト
セ

ン
タ

ー

中
央

営
農

セ
ン

タ
ー

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

河
北

支
所

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

久
米

支
所

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

羽
合

支
所

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

北
条

支
所

西 倉 吉 相 談 プ ラ ザ

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

大
鴨

支
所

山 守 相 談 プ ラ ザ

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

関
金

支
所

三 徳 相 談 プ ラ ザ

竹 田 相 談 プ ラ ザ

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

東
郷

支
所

共 　 　 済 　 　 課

栄 相 談 プ ラ ザ

泊 相 談 プ ラ ザ

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

大
栄

支
所

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

東
伯

支
所

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

赤
碕

支
所

共 　 　 済 　 　 課

金 　 　 融 　 　 課

組 　 合 　 員 　 課

三
朝

支
所

西 部 水 田 対 策 課

果 実 園 芸 課

園 　 芸 　 課

果 　 実 　 課

北 栄 ・ 琴 浦 育 苗 セ ン タ ー

情 報 セ ン タ ー

中 央 水 田 対 策 課

果 実 園 芸 課

総 合 育 苗 セ ン タ ー

参
　

　
事

Ｊ
Ａ

鳥
取

中
央

 組
織

機
構

図
（

令
和

5年
４

月
25

日
現

在
）
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共同代表	川
かわ

上
かみ

　佳
よし

恵
え

 さん
（倉吉市）

地域情報
発信室

メンバーの山内結子さん（左）と岡本栄里子さん メンバーの田中育子さん（左）と川上さん

自
分
の
経
験
が
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
う
と

自
分
の
経
験
が
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
う
と

私
自
身
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
ね

私
自
身
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
ね

　

今
回
の
地
域
情
報
発
信
室
は
、昨
年

８
月
に
立
ち
上
げ
た
鳥
取
リ
ト
ル
ベ

ビ
ー
サ
ー
ク
ルCuddle

～
カ
ド
ル
～

で
共
同
代
表
を
努
め
る
川
上
佳
恵
さ
ん

で
す
。
カ
ド
ル
は
、鳥
取
県
内
に
住
む

低
出
生
体
重
児
を
持
つ
保
護
者
た
ち
４

人
か
ら
な
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
通
常
の

母
子
手
帳
は
満
期
産
を
前
提
に
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、早
産
な
ど
で
小

さ
く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
を
記

録
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
現
状
に
応

え
る
た
め
行
政
が
医
療
機
関
な
ど
と

連
携
。
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
新
生
児
集
中
治
療
室
）の

ス
タ
ッ
フ
が
交
流
の
あ
っ
た
川
上
さ
ん

た
ち
へ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
の
協
力
依

頼
を
し「
と
っ
と
り
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」が
誕
生
し
ま
し
た
。
全

国
に
先
駆
け
て
導
入
さ
れ
た
静
岡
県
の

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
参
考
に
、柔
ら
か
く

温
か
み
の
あ
る
色
合
い
を
ベ
ー
ス
に
各

ペ
ー
ジ
に
は
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
イ

ラ
ス
ト
も
ち
り
ば
め
ら
れ
た
愛
情
た
っ

ぷ
り
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。「
早
産

児
は
体
の
機
能
が
未
発
達
で
、特
有
の

病
気
が
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
私
自
身
も
早
産
を
経
験
し
て
い
る

の
で
、退
院
後
は
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
面

に
は
い
つ
も
不
安
な
気
持
ち
が
あ
り
ま

し
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、Ｇ
Ｃ
Ｕ（
新
生
児
回

復
室
）で
が
ん
ば
っ
て
い
る
お
子
さ
ん

と
ご
家
族
の
方
々
に
同
じ
よ
う
な
こ
と

を
経
験
し
て
い
る
人
が
お
ら
れ
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
、少
し
で
も
辛
い
気

持
ち
を
軽
減
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
い
う

思
い
を
込
め
て
作
成
し
ま
し
た
」と
話

し
ま
す
。
今
後
の
活
動
と
し
て
、専
門

家
を
招
い
て
の
お
は
な
し
会
や
今
年
11

月
17
日
の「
世
界
早
産
児
デ
ー
」に
向
け

て
写
真
展
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
成
長
の
こ
と
な
ど
、１
人

で
抱
え
込
ま
な
い
で
何
で
も
相
談
で
き

る
場
所（
カ
ド
ル
）が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」と

思
い
を
共
有
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
話

す
川
上
さ
ん
。「
自
分
の
経
験
が
人
の

役
に
立
っ
て
い
る
と
思
う
と
私
自
身
も

嬉
し
く
な
り
ま
す
ね
」と
い
う
言
葉
か

ら
は
川
上
さ
ん
の
優
し
い
人
柄
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
下
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

鳥取リトルベビーサークル Cuddle
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あぐりキッズスクールあぐりキッズスクール第1回
今年は開校20周年

　ＪＡ鳥取中央は、20周年を迎えるあぐりキッズスクールの開校式を湯梨浜町のハワイアロハホールで開き、スク
ール生とその保護者、ＪＡ関係者など約100人が参加しました。
　今期も２クラスに分かれて、40人の小学生が入校。これから１年間、合計８回のカリキュラムを通して「農業の楽し
さ」や「食の安全・安心」について学びます。開校式終了後には、第２部として「小島よしお特別記念講演」も開き、野
菜の歌や躍り、持ちネタのギャグを織り交ぜながら農業と食の大切さを楽しく学びました。
　栗原隆政校長（組合長）は「大人になっても、地元の農業に対しての誇りを忘れずにいてほしい」と話しました。
　倉吉・三朝クラスに入校したあぐり生は「小島さんは面白いことをみんなの前で堂々としていてすごいと思った。
９月の乗馬体験が楽しみ」と笑顔を見せていました。

倉吉・三朝クラス　湯梨浜・北栄・琴浦クラス あぐり生 36人
保 護 者 30人4月16日（土）

「食」の大切さを話す
小島さん（右）

楽しいダンスも

披露していただきま
した！

開　校　式開　校　式

　ＪＡ鳥取中央の人気食農体験学習「あぐりキッズスクール」は今年20周年！ 卒業生は延べ1,853人。今年、就農した清水剛志さんも卒業
生の一人。同スクールに参加したことがきっかけで農業に興味が湧き、４月からブドウ生産者として、日々奮闘しています。
　清水さんは2011年の第８期から３年間参加。田植えの他に、野菜・果物の収穫、大阪の市場見学をしました。想い出に残っているカリキュ
ラムを聞くと、イチゴの収穫と稲刈りだそうです。清水さんは実家が農家ですが、スクー
ルに参加するまで農業未経験で家族がどんな仕事をしているか知りませんでした。参
加したことで農業をしてみたいという気持ちが生まれ、県立倉吉農業高校、農業大学
校と進学しました。
　農高では野菜専攻、農大では、果樹コースで梨をメインに栽培技術を習得。家族が
栽培するブドウの知識も農大で身に付け、３月に卒業しました。そして４月に祖母、父
母と代々続く清水家の４代目として、就農を果たしました。現在は、知識豊富な祖母の
アシスタントとして、シャインマスカットとピオーネの栽培に取りかかっています。
　清水さんは「農業は話を聞くだけじゃ何が大変なのかわからない。実際にほ場に出
て体を動かしてみるのが重要」と話しました。 清水さん家のブドウのハウス

母の裕美子さんは
剛志さんの就農を喜んで

おられました

就農した
清水剛志さん

あぐりキッズスクールから就農者が！　清水剛志さん
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青壮年部青壮年部各支部の活動を
紹介します!!

高城支部のご紹介
　倉吉支部は98名の盟友が所属する青壮年部組織
で、６つの地区支部、２つの専門部から構成されて
います。今回は地区支部の中から、高城支部の紹介
をします。
　高城支部は現在21名が所属しており、主にスイ
カの栽培に取り組んでいます。例年よりも生育が早
く、現在も農作業で忙
しい中、高品質のスイ
カを目指して一生懸命
励んでいます。４月の
上旬には現地指導会が
開催され、活発な意見
交換が行われました。
　青壮年部に加入して
いない青年の皆さんの
加入を心待ちにしてい
ます。

第1回えがおグループ「スイーツ作り」
　女性会久米支部えがおグループは倉吉市で「ス
イーツ作り」を行い、15人が参加しました。
　２グループに分かれて「イチゴ大福」とチーズ入
りの「白玉だんご」を作り、お互いの近況を伝え合い
ながら楽しく会食をしました。年間活動計画につい
ての話し合いも行われ「ちりめん細工教室」や「ハー
バリウムボールペン作り」、「県内の神社巡り」などの
意見を出し合い、検討したのち今後の活動へとつな
げ て い き
ます。同グ
ループは、
今年度62
人の会員で
楽しく充実
した活動を
行っていき
ます。

4/21

ツル引きの様子イチゴ大福を作る参加者たち

女 性 会女 性 会

　各地区の年金友の会の総会が令和４年11月
29日北条支所から始まり、令和５年３月23
日には河北支所の総会がはわい温泉千年亭に
て４年ぶりに開催されました。
　会員47人が参加し、令和４年度の収支決算
書や５年度の事業計画や収支予算について協
議されました。久しぶりに会う会員も多く「お
元気でしたか？」と挨拶を交わし、世間話に
花を咲かせていました。
　今期の総会は、６月23日開催の東郷支所が
最後となります。

各地区の年金友の会総会が行われました

羽合支所年金友の会総会で挨拶をする森嶋誠美常務

久米支所年金友の会総会の参加者の皆さん

河北支所年金友の会総会の参加者の皆さん
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営農営農営農営農

ハウスも露地も交配作業に汗

令和５年度水稲播種式

大原トマト初出荷式

　ＪＡ鳥取中央管内では、梨づくりで一番大切な交配作業が各地で順番に
行われました。今年は気温が高い日が多く、ハウス、露地共に例年より１週
間程度早い開花に。
　３月23日には琴浦梨生産部の岩本典行さんがハウス栽培26ａ分の「二十
世紀」に授粉していきました。
　同部では盆の中元商品として人気が
あるため、ハウス「二十世紀」を全量盆
前出荷しています。
　４月４日には倉吉梨生産部の西谷昭
博さんは、露地栽培の「二十世紀」に授
粉。お二人とも、「今のところ、生育は
順調。大きくて美味しいと思ってもら
える梨をつくりたい」と話しました。
　露地「二十世紀」は８月下旬から出荷
予定です。

　ＪＡ鳥取中央は倉吉市のＪＡ総合育苗センターで12日、令和５年度の水稲播種式を開き、作業の安全と健
苗育成を祈願しました。
　式には作業員やＪＡ関係者約40人が出席。今年度は、５月22日までに21回の播種を計画しています。品
種別では「きぬむすめ」が５万5,000箱、「コシヒカリ」が４万1,000箱など７種類、合計17万6,600箱を６月
20日まで供給します。
　栗原隆政組合長は「生産管
理を徹底し、良質な苗の供給
で生産者の利益向上をサポー
トしていく」と話しました。
　10日には、琴浦町の東伯育
苗施設でも播種式を開催。同
施設では、21回の播種で９
種類、３万6,593箱を供給し	
ます。

　ＪＡ鳥取中央は、倉吉市で特産「大原（おはら）トマト」の初
出荷式を開き、生産者、行政、ＪＡ関係者ら約30人が参加しま
した。
　大原トマト生産組合は全６戸がエコファーマー認定を受
け、85ａで栽培。無加温低段密植栽培で定植から収穫まで４
カ月と長い時間をかけ、甘く高品質なトマトに仕上げるのが
特長です。出荷のピークは５月中旬から下旬の予定で、県内
を中心に２万2,500箱（１箱４㎏）、5,400万円の出荷、販売を
目指します。
　同生産組合の牧野文徳組合長は「例年通り甘味と酸味のバ
ランスが整ったおいしいトマトに仕上がった。１人でも多く
の人に味わってもらいたい」と話しました。

4/ 10・12

4/ 13

晴天の下、雌しべにポンポン花粉を
付けていく西谷さん

播種式の様子

ハウス内、満開に咲き誇る白い梨の花に
授粉する岩本さん

１つ１つ丁寧に箱詰めされる大原トマト

3月下旬～4月上旬
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営農営農営農営農

倉吉市特産ブランドスイカ「極実（ごくみ）西瓜」定植

県内初 パイプハウス型簡易牛舎が完成！ リースで繁殖増頭へ

　倉吉西瓜生産部会は、ブランドスイカ「極実西瓜」
の定植を行い、生産者17戸が作業に汗を流しまし
た。「極実西瓜」は、果肉が柔らかく、糖度が高いの
が特徴。都内の高級果実店やふるさと納税品など
でも人気が高い商品です。
　苗は、スイカ本来の味と食感を極めるため、スイ
カの穂木にスイカの台木を接いで栽培します。台
木にユウガオを使う一般的なスイカに比べ、高度な
栽培技術が求められます。
　生産者の岸本泰明さんは、家族や従業員４人で
1,300本の苗を35ａのほ場に植えました。「良い
苗で、大きくて糖度が高い良い玉が作れそう。美味
しいスイカをつくりたい」と意気込んでいました。
　出荷は６月下旬からを予定しています。

　ＪＡ全農とっとり、鳥取県、ＪＡ鳥取中央などは、三朝町で国の肉用牛経営安定対策補完事業と県の施設整
備支援を活用して施工したパイプハウス型簡易牛舎の竣工式を行いました。これらの補助事業を活用した牛
舎の設置は県内初。全農とっとりが同町の畜産農家にリース牛舎として貸し出し、事業規模拡大に役立てて
もらいます。

　ハウス牛舎は、３月31日に完成。間口7.2ｍ×長さ38ｍで20頭飼育できます。雪に耐えられるよう園芸
用のパイプより一回り太い骨材を使っています。牛舎を利用する岡﨑久徳さんは20頭の繁殖和牛を飼育し
ていますが、今後計画的に増頭を行い、５年間で40頭へ増頭を計画しています。

　牛舎をリースで貸し出すことで、和牛繁殖規模拡大を検討する生産者の生産基盤の拡充と生産コストを低
減し、経営安定につなげます。全農、ＪＡ、生産者が契約を結び、生産者は７年かけてリース料を全農に支払い、
完済すると、牛舎の所有が生産者へ移ります。全農では畜産事業の重点施策として全国での利用を呼びかけ、
宮城、広島に続き３県目の取り組みとなりました。

　全農とっとりの尾崎博章県本部長は「施設の利用で、事業
規模を拡大し、所得の安定、増大につながることを期待す
る」と話しました。岡﨑さんは「牛舎が低コストで建てられ、
補助もあるのはありがたい。畜産業界は厳しく暗い話題
が多いので、少しでも明るい話題になったらいい」と話しま	
した。

4/ 6

トンネルの中で苗を植えていく岸本さん

簡易牛舎という名前から想像できないしっかりした構造！完成したパイプハウス型簡易牛舎

4月上旬
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いつでも
そばに み んなのＪＡ

4/ 14

4/ 7

4/ 17

　ＪＡ鳥取中央は、北栄町の大栄西瓜選果場で新
選果機の竣工式を開き、行政やＪＡ関係者ら約
40人が参加しました。
　高精度の外観検査装置や内部品質センサーなどを搭載し、安定出荷や選果作業の削減で農業生産の拡大を
後押します。
　国の令和３年度産地生産基盤パワーアップ事業を活用し、総工費約10億円をかけて16年ぶりにリニュー
アル。これまで目視などで行っていた品質の確認作業が高性能カメラの導入により自動化。検査員の労力軽
減が可能となり、産地振興に貢献します。
　同ＪＡの栗原隆政組合長は「昨年度の販売額が22億を超え、生産者の生産意欲も高まっている。スイカの
選果機能と作業の効率化を図ることで日本一の選果場を目指したい」と期待を寄せました。

　琴浦・湯梨浜地区の受託作業の拡充と機能の向上を図ろう
と、ジェイエイアグリサービス㈱が琴浦サテライトセンター
内に中央駐在事務所を開設しました。同社は平成５年にＪＡ
県農とっとり100％出資子会社としてスタート。現在、県東
部、西部を中心に社員10名で事業を展開しています。県中
部では地域のオペレーターに協力を仰ぎ、ネットワークを作
り一般作業の組織化を目指します。作業は、水田耕転、田植
え、稲刈り、ヘリコプター・ドローン防除などを手掛けます。

　ＪＡ鳥取中央は、倉吉市の本所で50回目の節目となる
定例の記者会見「中部農業みらい宣言」を開き、栗原隆政組
合長が管内特産の生育状況や生産者グループを紹介しま
した。暖冬で果樹や野菜の生育が前進しているため、露地
で栽培する果樹などの凍霜害に注意を呼びかけました。
　生産者グループの紹介では、令和４年産で販売実績が初
めて１億円突破した大栄抑制メロン部会の桝井康行部長
が登場。品種を切り替えロスを減らし、海外輸出で実現し
たと発表しました。同ＪＡでは平成30年５月から単位
ＪＡとしては珍しい、役員の定例会見を開いています。栗
原組合長は「ＪＡ自己改革の生命線は、対話と情報発信と
いう判断で、記者会見に臨んできた。過去最高単価を更新
する青果物について発信できたことなど農業振興には一
定の効果があった」と話しました。

大栄西瓜選果場 新選果機を導入

ジェイエイアグリサービス㈱
中央駐在事務所開き

第50回中部農業みらい宣言

テープカットの様子

▲ ‌‌特産品の生育状況など
について報告する栗原
組合長

大栄抑制メロン部会の

▲

桝井康行部長　

農家のみなさんと一緒に作業の方向性を考えながら
取り組んでいきますので、気軽にお問い合わせ下さい。
（本社：0857-28-9288　担当　高力まで）
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いつでも
そばに み んなのＪＡ

　ＪＡ鳥取中央は、鳥取大学で国内農業に関心を持つ学生ら
と意見交換しました。ＪＡの栗原隆政組合長が農学部の学生

に持続可能な農業・経営基盤の確立と地域・組織基盤を支えるＪＡグループ鳥取の取り組みを説明しました。
　同ＪＡ組合長による担い手訪問活動の一環。栗原組合長は、４年生２人と大学院生１人に、国内農業と国際
情勢は密接に関連していることやＪＡグループが進める「国消国産」運動の重要性を説明し「ＪＡの施設など
を利用して農業の現状を知ってもらい農業の応援団になって欲しい」と話しました。
　学生らは①新規就農での課題点、②ＪＡが進める食農教育の目的やＪＡの「あぐりキッズスクールの取り組
み」などについて質問し、活発に意見を交わしました。学生は「ＪＡの方針をしっかり理解することができた」
と話しました。

4/ 7
鳥大生と組合長が交流
農業について意見交換しました

栗原組合長の話に耳を傾ける学生たち

　養豚生産部は倉吉市で、令和４年度通常総会を開き、
生産者、行政、ＪＡ関係者など16人が出席しました。
　令和４年度の肉豚販売実績は、出荷頭数9,013頭、販
売高３億5,409万３千円となり１頭当たりの販売価格
は令和３年度の３万5,600円に対し３万9,300円と
大幅に増加しました。反面、ウクライナ情勢等により
飼料価格高騰が続き経営環境が厳しさを増しており、令和５年度も関係機関と連携し更なる飼育管理技術の
向上に取り組むことが確認されました。また、役員改選では部長に森本健さん、副部長に柿本修一さんが再任
され、森本部長は「生産部一丸となって飼料高騰対策に取り組む」と話しました。

3/ 22
令和４年度養豚生産部通常総会

総会の様子

水稲生産者の皆様へ
　昨年は、当育苗センターより供給した水稲苗において異品種の混入があり、関係農家の皆様には現地
確認及び対策協議等にご協力いただき、誠にありがとうございました。
　本年は、昨年の失敗を教訓として、下記の内容で確実に実施し、再発防止の徹底をはかります。

　以上の内容で対応しますので、引き続きJA総合育苗センターを御利用いただきますよう、よろしくお
願い申し上げます。

1.   播種管理表（指示書）に基づく、確実な作業の実施
2.   作業主任者と責任者による作業工程ごとの現物確認（日々）
3.   種籾入出庫表による在庫管理の徹底（日 ・々品種ごと）
4.   仕分けした種籾ごとに品種名の表示
5.   仕分けした種籾の写真撮影による作業記録保存

〔再発防止対策〕
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東伯郡琴浦町別所243
TEL／55-6336
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て
る
よ

　
こ
ち
ら
に
は
、
季
節
の
切
り
花
と
、

花
雑
貨
を
出
し
て
い
ま
す
。
花
雑

貨
っ
て
分
か
り
ま
す
？

　
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー

（
造
花
）
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ

て
い
ろ
ん
な
物
を
作
る
ん
で
す
。
専

門
用
語
で
言
う
と
、
ア
レ
ン
ジ
と
か

リ
ー
ス
、
ス
ワ
ッ
グ
な
ど
い
ろ
ん
な

種
類
が
あ
り
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
の

時
期
は
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
、
今
だ

と
「
母
の
日
」
用
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
造
花
を
使
っ
た
も
の
で
す
ね
。

普
段
は
花
カ
ゴ
、
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

な
ど
、
こ
ち
ら
の
棚
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
賞
味
期
限
は
な
い
ん
で
す
け

ど
ね
（
笑
）、
定
期
的
に
入
れ
替
え
た

り
も
し
て
い
ま
す
。

　
切
り
花
は
趣
味
の
園
芸
が
出
発

で
、
自
分
の
花
壇
で
咲
い
た
花
を
、

摘
ん
で
束
ね
て
出
荷
し
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
も
と
も
と
バ
ラ
が
好

き
で
家
の
周
り
に
沢
山
あ
り
ま
す
。

あ
と
ラ
イ
ラ
ッ
ク
、
ミ
モ
ザ
、
今
な

ら
ス
ズ
ラ
ン
で
す
ね
。
趣
味
の
花
な

の
で
量
は
少
な
い
で
す
が
種
類
が
多

い
ん
で
す
。
一
番
最
初
に
出
荷
し
た

の
は
ラ
イ
ラ
ッ
ク
で
し
た
。
沢

山
咲
く
の
で
、
そ
の
ま
ま

枯
ら
し
て
し
ま
う
の
は
勿

体
無
く
て
。
バ
ラ
は
家
族

の
勧
め
も
あ
っ
て
出
荷
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
た

ぶ
ん
、
農
家
さ
ん
が
出
さ

れ
る
花
と
は
、
種
類
が
異

な
る
と
思
い
ま
す
。
趣
味
の

花
だ
か
ら
（
笑
）。
花
の
出

荷
を
始
め
４
年
経
ち
ま
す

が
、
退
職
後
の
普
段
の
生
活

に
ハ
リ
を
持
た
せ
る
意
味
か
ら
も
、

充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
出
来

て
い
ま
す
。

　
花
雑
貨
も
趣
味
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
先
生
に
付
い
て
習
っ
て
ま
す
。

先
日
も
関
金
町
の
山
守
集
学
校
で
の

手
作
り
（
手
芸
、
ク
ッ
キ
ー
、
ア
ク

セ
サ
リ
な
ど
）
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
直
売
所
で
は

結
構
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
お
値
段
で
出

し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
で
こ
の
値

段
で
出
す
と
、「
な
ん
で
こ
ん
な
に
安

い
ん
で
す
か
？
」
っ
て
、
び
っ
く
り

さ
れ
る
く
ら
い
な
ん
で
す
。
物
価
高

騰
の
昨
今
で
す
が
、
お
値
段
は
現
状

維
持
で
な
ん
と
か
い
け
る
よ
う
に
工

夫
を
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
来
店

さ
れ
る
お
客
様
に
は
、
た
く
さ
ん
の

花
の
中
か
ら
自
分
の
花
を
手
に
取
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

お
客
様
目
線
で
、
購
入
後
に
後
悔
さ

れ
な
い
よ
う
な
商
品
を
出
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本年度各直売所において店休日を設けることとなりました。
各店舗の店休予定日は下記の通りとなります。

みなさまには、ご迷惑をおかけいたしますが、何卒よろしくお願い申し上げます。

5月
9月
10月
11月

5月9日（火）
9月12日（火）
10月10日（火）
研修日

5月16日（火）
9月26日（火）
10月17日（火）
研修日

満菜館・あぐりポート琴浦 ハワイ夢マート・よってみたい菜・楽市楽座
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葬祭センター 0120ｰ80ｰ9831TEL（0858）47-0983 
FAX（0858）47-0981

通話料無料
24時間受付JA鳥取中央 

TEL（0858）47-4300
FAX（0858）47-4320

メモリアルホール
報恩舎

TEL（0858）48-2100
FAX（0858）48-2101

メモリアルホール
福　本

TEL（0858）53-1184
FAX（0858）52-3943

メモリアルホール
あじさい

〒682-0017
倉吉市清谷町2丁目143

〒682-0604
倉吉市福本220-1

〒689-2303
琴浦町徳万282-13

JA鳥取中央定期積立貯金旅行

JA鳥取中央合併25周年企画旅行
各班20組限定！ 5月22日㈪受付開始!!

★ツアーの詳しい内容は専用チラシをご覧ください　ＪＡ鳥取中央旅行センター ☎23-3054

札幌・層雲峡温泉3日間札幌・層雲峡温泉3日間
お一人様/2名1室利用 128,000円
出発日/6月29日㈭・7月6日㈭

恩納村・那覇３日間恩納村・那覇３日間
お一人様/2名1室利用 118,000円
出発日/10月12日㈭・10月19日㈭

栽培の
ポイント

オ　ク　ラオ　ク　ラ

　オクラはアオイ科の植物ですので、同科のフヨウやタチ
アオイに似た美しい花を付けます。収穫できる果実は、野
菜としても栄養価が高く、ビタミン、ミネラルも豊富です。
さらにはネバネバ成分に含まれる食物繊維は、生活習慣病
の予防やお通じの改善にも有効ですので、ぜひ栽培に取り
組みたい野菜です。
　オクラの栽培は比較的に容易ですが、注意点としてはア
フリカ原産の植物ですので寒さが苦手です。気温が十分に
上昇する５月中旬以降の栽培がお勧めです。

● 植えつけ
■ 収　穫

●高湿性なので早植えは失敗のもと
●多湿に弱いので排水をよくする
●生育盛りは、摘葉で光りがよく当たるようにする

❶元肥入れ ❸追肥

❷植つけ・支柱立て
（畝の中心から隣の畝の中心までの間隔）

〈1株当たり〉 堆　　肥　4.5握り
　　　　　 油　　粕　大さじ3杯
　　　　　 化成肥料　大さじ5杯

植えつけ後20日、その後15
～20日に1回ぐらい追肥する ❹摘葉

❺収穫

〈1株当たり〉
化成肥料　大さじ1杯

花が上の方に咲
くの は 栄 養 不
足。果実を若採
りし、追肥する

下葉が混み
合ってきた
ら 、着 果 節
以 下は1 枚
程度残して
摘葉する

開花後7～
10日ぐらい
で収穫する

果長7～8㎝
の頃がいちば
んおいしい

5 角 のも
のが良品
とされる

1月 12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月

●露地栽培

20㎝

50㎝

30㎝

180㎝

×

植え穴

着果節

80㎝
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転倒・転落対策
・スピードを出しすぎない。
・脇見運転をしない。
・脱輪による転倒・転落に注意する。
・土手への接触や乗り上げによる転倒に注意する。
・わだちにハンドルを取られることがあるので、スピードを落
とし、路面状態に注意して走行する。

・下り坂やスピードが出た状態では急ハンドルを切らない。

衝突・挟まれ対策
・張り出した枝は除去する。
・低い枝や幹・支柱等の障害物には目印をつける。
・後方や側方の散布状態に気をとられず前方に注意する。
・駐車ブレーキ等、レバーの操作は確実に行う。

対策ポイント

１．農道移動中に、右急カーブで、右土手に接触して、弾みで
機体が転倒し、機体の下敷きとなった。

２．ナシ園の防除に向かう際、薬液タンクの給水のために、道
をバックで走っていたところ、1.5m下の水田に転落した。

３．リンゴ園で農薬散布中、張り出したリンゴの枝と座席背も
たれの間に胸部を挟まれた。

事故事例（死亡）

そこで・・・

なぜ？

●スピードスプレヤーの事故に注意

最近、スピードスプレヤーによる死傷事故が目
立っています。最も多いのが転倒・転落事故で、
次に枝や支柱と機械の間に体が挟まれるケース
が多くなっています。

２０２３年４月１７日時点

鳥取中央農業協同組合
  登録金融機関　中国財務局長（登金）第109号
  お問い合わせ先：金融部　資金課　
  電話番号：0858-23-3045

クレジットカードがご利用いただけます。

マスクを準備していただきご来場ください。ご来場いただくお客様に安心して買い物をお楽しみいただけるよう、会場内では引き続きマスクの着用をお願いいたします。

ご購入 ＆ ご来場 特典

JA券進呈！JA券進呈！
3万円以上お買上げの方に

粗品プレゼント
ご来場のお客様に

各商品取り揃えております。

ファッションフェア2023夏

2023 SAT27 SUN285.
JA鳥取中央〈本所〉各階

鳥取県倉吉市越殿町1409

9：00 ～ 16：00

健康商材 時 計 バッグ

ジュエリー 寝 具 アウトドア用品

30%OFF一部婦人服 春物

スポーツウェア

プリンスメロン栽培相談会
あ な た も 倉 吉 伝 統 の お いし ～ いメロ ン を 作りま せ ん か？

「どうやって育てるの？」 
「初心者でも作れるかなぁ？？」

そんなアナタの疑問解決します。
一緒にプリンスメロン作らいや！

日時：令和5年6月１1日（日）10時～　場所：中央営農センター（倉吉市横田150）
問合せ：中央営農センター果実園芸課（0858-29-6183）※参加される場合は左記の電話番号までお知らせください

お問い合わせ・ご用命は…
株式会社ＪＡ中央サービス ＬＰガス課　ＴＥＬ 0858-47-0220

 詳しくはＪＡ中央サービス自動車センターまでお問い合わせください。
中央自動車センター 28-3221　湯梨浜自動車センター 27-0866

琴浦自動車センター 53-1623

中部地域農作業安全・農機具盗難防止協議会からのお知らせ（農研機構より）
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・脇見運転をしない。
・脱輪による転倒・転落に注意する。
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・下り坂やスピードが出た状態では急ハンドルを切らない。

衝突・挟まれ対策
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・低い枝や幹・支柱等の障害物には目印をつける。
・後方や側方の散布状態に気をとられず前方に注意する。
・駐車ブレーキ等、レバーの操作は確実に行う。

対策ポイント

１．農道移動中に、右急カーブで、右土手に接触して、弾みで
機体が転倒し、機体の下敷きとなった。

２．ナシ園の防除に向かう際、薬液タンクの給水のために、道
をバックで走っていたところ、1.5m下の水田に転落した。

３．リンゴ園で農薬散布中、張り出したリンゴの枝と座席背も
たれの間に胸部を挟まれた。

事故事例（死亡）

そこで・・・

なぜ？

●スピードスプレヤーの事故に注意

最近、スピードスプレヤーによる死傷事故が目
立っています。最も多いのが転倒・転落事故で、
次に枝や支柱と機械の間に体が挟まれるケース
が多くなっています。

２０２３年４月１７日時点

鳥取中央農業協同組合
  登録金融機関　中国財務局長（登金）第109号
  お問い合わせ先：金融部　資金課　
  電話番号：0858-23-3045

クレジットカードがご利用いただけます。

マスクを準備していただきご来場ください。ご来場いただくお客様に安心して買い物をお楽しみいただけるよう、会場内では引き続きマスクの着用をお願いいたします。

ご購入 ＆ ご来場 特典

JA券進呈！JA券進呈！
3万円以上お買上げの方に

粗品プレゼント
ご来場のお客様に

各商品取り揃えております。

ファッションフェア2023夏

2023 SAT27 SUN285.
JA鳥取中央〈本所〉各階

鳥取県倉吉市越殿町1409

9：00 ～ 16：00

健康商材 時 計 バッグ

ジュエリー 寝 具 アウトドア用品

30%OFF一部婦人服 春物

スポーツウェア

プリンスメロン栽培相談会
あ な た も 倉 吉 伝 統 の お いし ～ いメロ ン を 作りま せ ん か？

「どうやって育てるの？」 
「初心者でも作れるかなぁ？？」

そんなアナタの疑問解決します。
一緒にプリンスメロン作らいや！

日時：令和5年6月１1日（日）10時～　場所：中央営農センター（倉吉市横田150）
問合せ：中央営農センター果実園芸課（0858-29-6183）※参加される場合は左記の電話番号までお知らせください

お問い合わせ・ご用命は…
株式会社ＪＡ中央サービス ＬＰガス課　ＴＥＬ 0858-47-0220

 詳しくはＪＡ中央サービス自動車センターまでお問い合わせください。
中央自動車センター 28-3221　湯梨浜自動車センター 27-0866

琴浦自動車センター 53-1623

中部地域農作業安全・農機具盗難防止協議会からのお知らせ（農研機構より）

今月もたくさんのお便り
ありがとうございました。

を教えて下さい。

時間があればやってみたい
と思っていること

今月のお題

読者からの

お便り紹介

【次号のお題】
「今年中には解決したい

と思っていること」
たくさんのお便りを
お待ちしております。

ホコリを被った我
が家のピアノ。六
十の手習いでピア
ノのレッスン。

（牛さん）

おしゃれな服を

作ってみたいで

す！　 （Ｓ.Ｍさん）

時間があれば私
も川柳をやってみ
たいと思いなが
ら、何年も経って
います。やる気が
あってもむずかし
いんですよネ。

（みっちゃんさん）

世界遺産巡りを
やってみたいで
す！（はったんさん）

ピザ釜を作って、

季 節 の 野 菜 を

使ったおいしいピ

ザを作ってみたい

です。

（アマリリンさん）

のんびりと大山を

登山して、日本海

で釣り三昧。

（小田さん）

写真の整理を少し

づつしていますが、

なかなか進みま

せん。そのことだ

けに集中できる一

日を計画していま

す。　　（山本さん）

ガーデニングを

したい。今も少し

花を植えているが、

もっといろんな種

類を育ててみたい。

（津川さん）
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暮
ら
し
を

う
た
う
川
柳鈴

木

　公
弘

　選

母
さ
ん
が
好
ん
だ
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
咲
く

　
　
　湯
梨
浜
町

　志
田
美
智
子

迷
う
と
き
聞
こ
え
て
く
る
は
母
の
声

　
　
　
　
　倉

吉

市

　山
崎
恵
美
代

八
十
路
坂
ま
だ
ま
だ
母
の
座
を
占
め
る

　
　
　
　倉

吉

市

　鳥
飼
寿
々
子

母
さ
ん
は
つ
く
づ
く
偉
い
な
と
思
う

　
　
　
　
　兵

庫

県

　小
田

　和
子

忘
れ
ゆ
く
中
で
残
る
は
母
ご
こ
ろ

　
　
　
　
　
　倉

吉

市

　八
田

　敦
子

オ
ヤ
ジ
よ
り
母
が
好
き
だ
と
子
は
想
う

　
　
　
　倉

吉

市

　髙
多

　和
弘

梨
む
す
め
セ
ピ
ア
の
写
真
若
き
母

　
　
　
　
　
　倉

吉

市

　徳
田

　尚
志

六
十
路
過
ぎ
苦
労
か
け
た
と
母
想
う

　
　
　
　
　倉

吉

市

　石
田

　稔
子

い
つ
ま
で
も
呼
ん
で
い
た
い
な
お
母
さ
ん

　
　
　北

栄

町

　西
村
奈
保
子

帰
り
待
つ
母
居
て
こ
そ
の
ふ
る
里
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　湯
梨
浜
町

　谷
本

　真
樹

【
今
月
の
佳
吟
】

※
次
号
の
課
題
は
「 

虹 

」
で
す
。
　締
切
5
月
22
日（
月
）必
着

住
所
、氏
名（
雅
号
も
フ
ル
ネ
ー
ム
を
ご
記
入
下
さ
い
）、電
話
番
号
、作
品
一
人
三
句
以
内

を
、裏
表
紙
に
あ
る
応
募
用
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
の
投
稿
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
評
）　
日
常
生
活
の
ひ
と
コ
マ
を
切
り
取
り
、
作
者
の
感
情
を
加
え
、
５
７
５
の
リ

ズ
ム
に
の
せ
て
、
こ
れ
ぞ
川
柳
文
芸
だ
と
思
う
形
に
描
く
の
が
、
こ
の
コ
ー
ナ

ー
の
趣
旨
で
あ
る
。
母
の
い
な
い
子
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
今
回
は
作
り
や
す

か
っ
た
と
思
う
。
さ
て
、
こ
の
句
だ
が
、
生
母
が
亡
く
な
っ
て
生
ま
れ
故
郷
が

だ
ん
だ
ん
遠
く
な
る
様
子
を
上
手
に
書
き
表
し
て
い
る
。
言
外
で
は
あ
る
が
、

父
母
が
健
在
の
内
に
再
々
帰
省
し
て
、
喜
び
を
共
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
詠

ん
で
お
り
、味
の
あ
る
作
品
に
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　（
投
句
総
数
57
）

課
題　
　
　
　
「 

母 

」

◆
今
後
の
課
題
　「 

潮 

」
　締
切
6
月
20
日（
火
）予
定

「直売所探検隊」の
田中秀人さん。

地元の農業を見据えての取り組みに感銘しました！
（陶山さん）

素敵な写真がたく
さん

掲載されていて、

すごく楽しめまし
た。

（コタツネコさん
）

「ドリームちゅう
おう」を見て、

生産者の農業に
対する

意欲・思いなどが
わかりました。

（岸本さん）「クロスワードパズル」を
脳活に役立てています。

（角田さん）

「あなたもチャレンジ！
家庭菜園」は

いつも目が離せません。
（山根さん）

「大原のトマト」
大好きです！

おいしいですよね！
（ひろちゃんさん）

「新人職員大集合」が
良かったです。

フレッシュな感じで、
初心に戻ることができました。

（タカさん）
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●アンケートにお答えください。
　「ドリームちゅうおう5月号」良かった記事は？（複数回答可）

●クロスワードパズルに応募される方はお書きください。
　（※応募されない方は空欄で構いません。）
「クロスワードパズル」の答え

□ 表紙
□ 特集
□ 地域情報発信室
□ あぐりキッズスクール
□ 青壮年部・女性会の活動紹介
□ トピックス
□ 直売所探検隊

□ あなたもチャレンジ！家庭菜園
□ 読者からのお便り紹介
□ 投稿者からの声
□ 暮らしをうたう川柳
□ シェフ永井のおすすめ
□ クロスワードパズル

良かった理由：

※ドリームちゅうおう誌面にて発表することがありますので
　ご了承ください。

（ペンネーム：　　　　　　　　　　　　）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

※クロスワードの正
解 者 の 方 には 、抽
選で「プリンスメロ
ン」をプレゼント致
します。

●次号のお便りのお題「今年中には解決したいと思ってい
ること」を教えてください。また、「暮らしをうたう川柳」へ
の応募、JA鳥取中央グループに対するご意見・ご要望な
ど、ご自由にお書きください。

シェフ永井シェフ永井
のおすすめのおすすめ

永　井　智　一
なが　　 い　　 とも　　かず

茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」
オーナーシェフ

材　料（2人分）
新タマネギ……中1個
新ジャガイモ…2個
ソラマメ………8粒
薄力粉…………適宜

水溶き天ぷら粉…100㎖
サラダ油…………適宜
塩…………………少々

⑴ 新タマネギは繊維に沿って5㎜幅にスライス
する。新ジャガイモは極細に千切りし水にさ
らす。ソラマメはさやから取り出し皮をむく。

⑵ ボウルに新タマネギ、水気を切った新ジャガイモ、ソラマメを入れ、薄力粉をまぶし混ぜ合わせ、水溶き天
ぷら粉を入れさっくりと混ぜる。

⑶ 18㎝のフライパンに1㎝ほどのサラダ油を入れ180度に熱し、⑵のかき揚げの材料を入れ2～3分ほど揚げ
裏返して、さらに2～3分ほど揚げる。

⑷ ⑶を2等分に切り器に盛り付け、塩を振って出来上がり。
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田中秀人さん。

地元の農業を見据えての取り組みに感銘しました！
（陶山さん）

素敵な写真がたく
さん

掲載されていて、

すごく楽しめまし
た。

（コタツネコさん
）

「ドリームちゅう
おう」を見て、

生産者の農業に
対する

意欲・思いなどが
わかりました。

（岸本さん）「クロスワードパズル」を
脳活に役立てています。

（角田さん）

「あなたもチャレンジ！
家庭菜園」は

いつも目が離せません。
（山根さん）

「大原のトマト」
大好きです！

おいしいですよね！
（ひろちゃんさん）

「新人職員大集合」が
良かったです。

フレッシュな感じで、
初心に戻ることができました。

（タカさん）

表紙の写真説明

　今回の表紙は、琴浦町でブドウ生産者として
令和４年に就農した大河内真生さんです。
　大河内さんは大阪府の大学を卒業後、東京都
でＩＴ企業の人事担当をしていましたが、４年
前に地元琴浦町に戻ってきました。「鳥取県で
何かできることはないかと考えた時に出た答え
が『農業』でした。経営の観点や作業の楽しさ
からブドウを作ることに決めましたが、さっそ
く農業の難しさを実感しています」と笑顔で話
します。
　目標は「品質を維持しながら収量をあげるこ
と。そして、将来的には作付面積の拡大を目指
したい」と夢を大きく膨らませる大河内さんで
した。
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 1 1年で一番昼が長い日
 2 徳川家康が晩年を過ごした――城
 3 不動産会社が売買するものの1つ
 5 『落穂拾い』や『晩鐘』を描いた画家
 6 奈良や鎌倉のものが有名
 8 テッセンとも呼ばれるキンポウゲ科の花
11 相撲取りが踏みます
12 抑揚のないせりふ回しは
13 トウモロコシやゴーヤーが多く出回る

季節
15 弁当箱にご飯と一緒に詰めます
16 ――コート、――ブーツ
19 円周率を表す文字
20 ネタとシャリで作ります

タテのカギ ヨコのカギ二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

今月のプレゼントは

クロスワードパズルクロスワードパズルクロスワードパズル プリンスメロン

Ａ B C D E

アマリリス
4月号の答え

 1 招く側がホストなら、招かれる側は

 4 タマネギを切ると出ることも

 7 建てたばかりの建物のこと

 9 数字のゼロを日本語でいうと

10 サーブ→――→トス→アタック

13 「海鼠」と書く生き物

14 置き時計はクロック、腕時計は

17 仕事や用事がない空き時間のこと

18 コショウ、ナツメグ、シナモンなど

21 プールの授業のときに着ます

22 領収書に収入――を貼った

応　募　要　項

※当選は商品の発送をもってかえさせていただきます。 ※個人情報については、
　プレゼントの発送、及び「ドリームちゅうおう」の紙面作り以外には使用しません。

下記「応募ハガキ」に、クイズの答えをお書きの上、応募締切までに切
り取ってポストへ投函するか、各支所へお持ち下さい。
※通常ハガキ・ＦＡＸ・メール・HPからも応募可能です。クイズの答えの
他「良かった記事・住所・氏名・電話番号」をお書きの上ご投函下さい。
●応募締切　5月23日（火） 当日消印有効
●応 募 先　〒682-0867 鳥取県倉吉市越殿町1409
　　　　　　JA鳥取中央 広報課宛
●Ｆ Ａ Ｘ　0858－23－3070
●Ｅメール　kouhou@ja-tottorichuou.or.jp

HPでも応募できます

6 8 2 8 7 9 0

郵 便 は が き

料金受取人払郵便

倉 吉 局
承 認

872
差出有効期間
2025年2月
7日まで
切手不要
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総
務
部
　
広
報
課  

宛
住所

氏名

電話
番号
※個人情報については、プレゼントの発送、及び「ドリーム
　ちゅうおう」の紙面作り以外には使用しません。

中四国版
紙面には、JA

鳥取中央の記事が
随時掲載されて
います！

ぜひご覧くだ
さい!!

　お近くの新聞販売店
から毎日お届けします。

※�原則として、年間予約購読〔前
納〕の中途解約はできません。
※1冊からでもご購読できます。

購読料　月極

購読料　年額

2,623円（税込）

8,782円
誌代1年分を
年間予約として
購読料をお支払い
いただくと普通月号
1か月分が無償
となります

－購読のお申し込みは、各支所‌組合員課までお問い合わせください。－

（税込）


